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鳥取県西11:11111淀江JIIf.上i問先手Jごから彩色壁画のIfJf}'lが多数山土し，その自然科学的な訓査と

保存処理!方法について般会lした。壁IllljはJlll没以]IIiに火を受けており . したがって顔料 もほとん

どが変色し.あるいは焼失してしまっている。分析の結保， g1 ~lij に使用された顔料の税:mは，赤

lYt .緑 ・背 ・思 ・自の 6系統で.およそ 8- 1 2続m と~f(;定した。 すなわち ， 欽成分を主体にす

る顔料には.ベンガラのほかに赤紫色の紫土 ・米土などU呼ばれる顔料があるように.主成分

カ'I'IJじ顔料であっても 色調が微妙に民なるものがあり， J1f'.t~; も 違 う 。 本壁日jlÌの赤系の/jJi料部分

からは鉄 ・際化鉄，およびごく航かの鉛を検出 しているので.ベンガラや紫土 ・米土.そして

鉛)'jが使われた可能性があり， 1百j系統の色~J，\jながら微妙に異なる色の顔料が巧みに使い分けら

れたものと忠われる。

~.t ~lI j には |士J IIJ{でJ担える こ とはできないが， ある f!r(の保体| は火を受けて浴副! し壁土にしみこん

でしまったり，下絵がJ111かれているなどの可能性が考えられ.赤外線ビデオカメラに よる制祭

を試みた。 1 1 '，土 J1~J・には細而のおだやかな表的と いう印象のや1i;J守俄であったが， 赤外線ビデオカ

メラで新 しく1i9.!:し11'1した顔の輪郭似では加が仮っており ，1iilがふくらみ.出 しい呈していた(写

兵参11(0 。 また . ほかの目印刷f) '1ーからも 随所にいくつかのtUi ~':Jjt を新たに時認 し 壁岡は慨して力

強 く. しかも精巧なおitで村iかれていることがわかった。

壁~lIîI折 }"c は ， 長年 i!ll~ った土の中 に JlIl もれていたために過分の水分を{~んでおり ， それらは1乾1吃ど

史H燥3決:するにしたカがf九しづ-挑や顔未料iのj川刷』川i務がf危ιω，悦!
なお，壁土にはi1o¥気を吸収したり放11¥したりするl加IJk品川ーがあり ，壁nlljの強化処世に|探しでも，

この性質を損なう ことなく硬化することが望ましし、。今回は， こうした性質を保持したままで

壁土を硬化する保存材料として，エポキシ系をベースにしたものやアルキルシ リケー トの総合

物などを特別に合成して使用 し た。 さらに ， 必~に I.î::.じてアク リル系合成樹脂を しみこませて

位体の土粒子 II\J の 1!iI析をはかるよう ffi意した。 U}~田正lI {j . JJ巴Jぷ|世保 ・村上 |任)

彩色以川和11将{象 (tζ) 功、外線ビデオカメラによる映像 (右)
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